外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　17年　6月　9日（木）

　　　　　　　司会　木村　裕美　　記録者　小田　朱里

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	岡田
	木村
	江口
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	金澤

	業務
	○
	残り番
	○
	○
	年休
	○
	○
	残り番
	○
	○
	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· パソコンの部門ホームが使用できなくなる為、今後はWIZを開いて、みんなの情報-書類フォルダ-みんなの共有-看護課・通リハにアクセスすること。

＜利用者様情報＞

· 坂本　健次様～デイケアの体験利用のため来所。午前のプログラムに参加し帰宅されている。

· 溝越　キク様～昨日、外来で処方された薬を袋ごとロッカーに忘れて帰宅されている。主治医に

　　　　　　　　　今後の薬の処方方法を伺う。本人宅に訪問し薬を届け、服薬方法を説明する。

＜外来より＞

· 鈴木　恵美子様～採血を7月に予定している。

· 長瀬　紘一郎様～新しい眼鏡を購入して、血圧をノートに記載出来るようになったと話す。

· 柳町　信之様～減薬後も手指震顫、流涎が続いている。主治医より、もう少し様子を見るように

　　　　　　　　　との事。

· 中居　松男様～青山荘で退所の話が出ているが、本人「もう少し青山荘にいたい」と話す。

添付資料

＜青山荘定例会議報告＞

· 村田　昭一様～三旺調機に青山荘から職親見学に来ると、職場ではキビキビと動き見学者に説明を

　　　　　　　行う。ナイトケアの体験利用は来たり来なかったりする事がある為、退所に向けて曜日を決めて通所することを主治医に相談するとの事。

· 巴　勇樹様～職親見学ではとても緊張している。メモを取るフリをしながら説明を聞いている。

　　　　　　　　質問はする事はない。職親について「ちょっと、自分には難しい」と話す。

· 大久保　康弘様～先々週から、ネルボンが減薬となっている。体調について「眠気はなくなった」

　　と話す。

· 中居　松男様～退所にむけて、本人はアパート暮らしを希望。退所後について、「両親が亡くなっ

　　　　　たら…再入院したら…」と心配事がある。病状が悪くなっても相談できる人がいないと話す。

· 田名部　一樹様～職親見学にはスーツを着ている。トイレを気にしている様子が見られる。説明後

　　　　　　　　　　質問を話すときに、青山荘でいつも三旺調機からクリスマスケーキをもらっているお礼を言い、少しタイミングが悪かったとの事。

· 関　秀治様～6/4農業の手伝いの為外泊をし、「疲れた」と話す。職親見学については「自分には

　　　　　　　　難しい、できないかなぁ」と感想を話す。

· 田澤　敏勝様～6/5弟夫婦とみどりの手帳と免許の更新について相談をする。6/7八戸警察署に免

　　　　　許の更新に行く。帰りバスの時間に遅刻しそうになり、帰りは初乗り分タクシーに乗ってその後バスに乗って帰荘。今週の月曜にむつ市へ社会資源調査を行う。社会資源として、保健所デイケア・当事者クラブ・小規模作業所があり、近くにスーパーがある程度との事。6月末にもう一度行き、デイ、作業所を見学予定。　

· 袴田　淑子様～母親が入院し先週は外泊できず。歯医者に6/20に職員同行で行くことを伝えるが

　　　　　　　　　お菓子をたくさん購入し一気に食べている。服装も同じ物を着ている為、声を掛けているが、同じ物を着ている。

・　清水　泰雅様～6/3デイケアで面談するが、質問にあいまいに答えている。面談の翌日、デイケアに送れずに行くが、その後時間ぎりぎりに来所することが多い。職親見学は緊張し、「勉強になったが自信はない」と話す。

· 平　康子様～6/3青山荘延長について主治医に相談。アセスメントを取るが、本人は一人暮らしが　　　

　　　　　　　　不安との事。また、「自分が何も出来なくなるのでは」と心配している。

· 関口　禅様～西村整形外科を受診。肩の関節が石灰化しているが五十肩であるとの事。痛み止めを

　　　　　　　　処方されるが、本人「胃が弱いので」と処方を拒否する。湿布・理学療法を行って

いくこととする。また、主治医より体を動かすように説明する。また、職親見学を

終えて、「自分にもできそう」と話している。

· 番澤　政勝様～トイレに起きて眠れないことがある。面談時「毛が濃い人が嫌いなんだよ」、

　　　　　　　またデイケアの新メンバーについて「こっちを見て笑っている、肌が合わないから

苦手」と話す。最近の様子について「人が自分の中に入ってくるような体験があり、

びっくりして起きてしまう事がある」「新しく始める事が多くて混乱する」との事。

アンデス電気の職親見学について、「昔、勤めていて機会を壊したから行きたくな

い」と話す。水中毒の検査で採血し注射跡を気にしている。主治医に幻覚様体験に

ついて外来時に本人から説明する。

＜結果報告・検討＞

· 関口　禅様～職親見学後、「自分もできそうだ」と話し、自己評価が高い。現実検討が出来る

ように、徐々に面談等を通して働きかけていく。

· 袴田　淑子様～服装についてデイケアでも声掛けを行う。これから暑くなるので夏の服装について

　　　　　　　　　スタッフと一緒に考えていく。

· 中居　松男様～青山荘職員より、今後ステップアップして作業所を勧めるべきか、デイケアを

　　　　　　　　　継続するか考えて欲しいとの事。

　　　　　　　　　本人仕事については、「自分はもう引退だ」と話しており、仕事をしたいという

希望は少ないとの事。また61歳と職に就くにも普通であれば定年を迎えていることもあり、難しいのではないかとの事。今後は園芸プログラムに積極的に取り組んでいるので、自主活動を使って、園芸を勧めていく。




















































